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県内2地域の商工会からがんばっている会員企業をご紹介いたします。

みなさんの経営のヒントになるお話もたくさんいただきました。

是非、ご感想を福島県商工会連合会までE-メールにてお寄せください。

（f-wing@do-fukushima.or.jp）

元気印
経営支援レポート

県中・県南
富久山町商工会

浜通り
楢葉町商工会

とで好評を得ています。
　ここ数年は、資源回収・リサイクルを主眼に置き、「暮らし
の困った」を考え事業を展開しています。2年前からは片付
け業務を開始しました。「捨てると活かすを丁寧に！リサイク
ルでかたづけ隊」を始めるにあたって、遺品整理士の資格
を取得しましたが、遺品整理の依頼よりも、「元気なうちの
終活片付け」「高齢になって大きな荷物を運べない」など、
家庭や事務所、店舗や空き家など、想定外の所からお問い
合わせを頂くことも増えました。また、当社では、資源回収
の実績を活かして、片付けの際に出る不用品を廃棄と買取
りに分けたお片付けができ、環境にもお財布にも優しい片
付け提案ができます。こういった取り組みの中で、社会の
ニーズをダイレクトにキャッチできるので、新しいサービス
が次々と湧いてくる感じがすると同時に、需要は意外と幅広
いことを実感しています。
　今後も資源回収の可能性に注目し、家族・従業員一同さ
らにチャレンジを続けてまいります。

【商工会の支援内容】
　きっかけは、福島第一原発事故の影響による相談でした。
まず始めに回収品目や粗利などを個別に整理したことで、
酒瓶回収の実態や、瓶以外のあらゆる資源を回収できる強
みに注目することができました。これを紙に落とし込み可
視化したことが、事業を正面から見直すきっかけとなったと
おっしゃっていました。数値目標や経営目標の設定を行い、
課題解決に向けた専門家派遣制度の活用、広域事業「売上
利益アップ塾」などにも参加していただきました。また、持続
化補助金を活用し「かたづけ隊」を宣伝するための看板設
置やホームページ作成・チラシ作成を行うほか、経営革新に
もチャレンジされ承認されるなど着実に経営に取り組んで
いらっしゃいます。今後は、昨年から息子さんも事業に携わ
ることになりましたので、近い将来の事業承継も視野に入
れ、支援をしていきたいと思います。【事業所紹介】

　当社は、創業67年の再生資源回収卸売業です。空き瓶が
主で、回収した酒瓶は酒蔵などへ納めています。他にも古
紙、鉄、非鉄などあらゆる資源の回収を行っています。BtoB
の取引が主でしたが、3年前の事務所移転をきっかけに日
常的に出る資源を回収できる24時間受入れ可能な「エコ
BOX」を設置したことで、一般個人の方に気軽に来ていた
だく機会が増え、当社の認知度が上がりました。エコBOXと
は、古着や新聞、雑誌、シュレッダー紙やアルミ缶、スチール
缶など、生活する
上で出る資源を
24時間無料で
セルフ回収する
BOXです。ライフ
スタイルに合わ
せて好きな時間
に利用できるこ

　令和元年5月30日（大安）に「海・鮮・料理よしだ」をオー
プン。美味しい魚と非日常が体感できる空間を提供し、再び
愛される店舗を目指しています。

【経営方針】
　太平洋に面した楢葉町は海の幸に加えて、町を流れる木
戸川のサケやアユが特産である等、魚は生活の中で身近な
ものでした。しかし、サケの遡上は回復傾向にあるもののア
ユは放射線量の影響で未だ禁漁が続いています。
　「町内外のみなさんに新鮮で美味しい魚介類を味わって
もらい、ふるさとの復興に貢献したい。」と決意し海鮮料理
店を再開しました。刺身定食や海鮮丼はもちろんのこと、ラ
ンチで人気だった天丼や唐揚げ定食も復活させました。震
災前の楢葉町を思い出してもらい、これからの復興に向け
た一助となるよう事業に取り組んでいます。

【商工会との関係性と支援内容】
　休業を余儀なくされ避難先で途方に暮れていた時に、
今後の事業について真っ先に相談したのが商工会でした。
営業損害賠償の手続きや資金繰り、仮設店舗「くんちぇ広
場」での再開等、その都度相談を重ねて課題を一つ一つ
解決してきました。20年前に青年部長を務めていたことや
記帳代行を依頼していたことから、商工会は常に隣にいる
存在です。
　今回の飲食店再開にあたり、専門家派遣事業を活用して
店舗デザインのアドバイスを受け、入店しやすく居心地が良
い店づくりができました。損壊・汚損してしまった店舗の建
て替えや設備入れ替えにかかる莫大な経費は、福島県原子
力被災事業者事業再開等支援補助金を活用して、自己資金
が4分の1となり負担が大幅に軽減しました。補助金交付申
請書や資金繰り計画の作成について商工会と密に相談した
ことで、補助金交付が採択され新たな一歩を踏み出すこと

ができました。メニュー
構成や売上目標設定
等、ともに悩んで話し
合い解決策に向けて
伴走してくれる商工会
は、「なくてはならない
存在」です。

【今後の目標】
　橋上駅舎の新築中で
あるJR竜田駅周辺のに
ぎわいを取り戻すこと
が目標です。季節ごとに
旬の美味しい海鮮料理
を提供し、地域から愛
される店舗として営業
を続けていきたいです。

海・鮮・料理よしだ
代表　吉田　　晃 氏

捨てると活かすを丁寧に！
上手にお片付け「リサイクルでかたづけ隊」

刺身をくんちぇ！
地域に愛される飲食店の再開

陣野商店
代表　陳野　重直 氏

住 所　〒963−8061
郡山市富久山町福原字鶴番30−1

連 絡 先　TEL 024−983−3260
FAX 024−983−3261

営業時間　8：00〜17：00
U R L　http://jinno-syouten.com/

住 所　〒979−0603
双葉郡楢葉町大字井出字木屋126番地の1

連 絡 先　TEL・FAX 0240−25−2253
営業時間　11：00～14：00
定 休 日　日曜日、第1、3月曜日、祝日

【事業所紹介】
　昭和44年に先代の吉田達男がJR竜田駅前に「吉田魚
店」を創業。鮮魚店を切り盛りする傍ら、海鮮料理を中心と
した飲食店「お食事処よしだ」を営み、ランチの天丼や刺身
定食が好評を博し、夜は美味しい料理に舌鼓を打ちながら
交流できる「地域に愛された飲食店」でした。
　震災後は避難を余儀なくされ一時休業しましたが、地元
鮮魚店と共同経営で平成23年10月にいわき市で仮設店舗
「くんちぇ広場」を開店し、避難した住民の利便性向上とコ
ミュニティ機能の再建に寄与しました。仮設住宅団地の期間
満了に伴い平成30年
3月10日に閉店して
からは、地元楢葉町
で飲食店を再開する
ことを決意し店舗デ
ザインやメニュー構
成などを綿密に計画
しました。

News Clip　23　News Clip



だより青年部

だより女性部

～県青連第52回通常総会開催～
　福島県商工会青年部連合会の第52回通常総会が5月9日（木）に福島市
「ウェディングエルティ」にて開催され、多数の青年部員に参加頂きました。

　河治徹会長挨拶の後、福島県商工会青年部員顕彰として、人（ヒューマン）づ
くり部門、ネットワークづくり部門、まち（地域）づくり部門、感謝状の個人8名
と1団体の顕彰が行われました。
　その後、佐藤宗太部長（会津坂下町）が議長となって議案審議に入り、提出
された全議案が可決承認されました。第4号議案では任期満了に伴う役員選

任が審議され、下記の通り新役員23名が選任されました。
　今年度の事業計画では、組織の拡充強化を図るための部員増強運動推進や、今年で8回目となる「商工会う
まいもん№1決定戦」の開催等が承認されました。さらに東北六県・北海道商工会青年部員研修会が今年8月
に郡山市で開催予定であることが説明されました。

【第26期福島県商工会青年部連合会役員】
会　長	 渡辺 隆治（船引町）
副会長	 �齋藤 仁志（国見町）、星　 浩章（塙町）、小林 悠介（会津

坂下町）、田河 朋裕（浪江町）、鈴木 秀典（三和町）
理　事	 �川島 弘靖（田村町）、菅野 昭則（川俣町）、水口 泉太郎（保原町）、山川 大介（富久山町）、黒田 大輔（西田

町）、石塚 裕一（浅川町）、髙橋 公助（都路町）、草野 好広（西郷村）、深谷 洋平（矢祭町）、渥美 慎司（猪苗
代町）、柴崎 一成（南会津町）、木村 信一（会津美里町）、玉川 　陣（小高）、浅野 直登（内郷）

監　事	 樽井 　良（あだたら）、遠藤 　篤（長沼）、飯塚 幸知（きたかた）

商工会女性部トップセミナー・第52回通常総会開催される
　第52回県商工会女性部連合会通常総会は、令和元年5月14日―15
日、北塩原村「裏磐梯レイクリゾート　五色の森」にて開催され、内堀県知
事をはじめ、ご来賓を迎え、県内88商工会から221名の女性部長・部員
が参加しました。通常総会では、植木和子部長（松川町）が議長となり第1
号議案から第4号議案までが原案通り可決承認されました。

　併せて総会の席上において、昨年度新規部員の加
入数が優れていた3女性部、及び女性部カード契約
数が優れていた3女性部に対しそれぞれ表彰及び報
奨金として目録の授与を行いました。
　「女性部トップセミナー」では、「女性部活動と地域
振興・まちづくり～花火の里　浅川町の魅力～」と
いうテーマで発表した、県中地区代表・浅川町商工
会女性部　副部長　渡辺成美さんが最優秀賞（県
知事賞）に選ばれ、7月2日に吉川屋で行われる東
北・北海道ブロック大会への出場を決めました。

平成３０年度新規部員加入実績
第１位	 双葉町商工会女性部	８名
第２位	 安積町商工会女性部	６名
第３位	 好間町商工会女性部	４名

平成３０年度女性部カード契約実績
第１位	 西会津町商工会女性部	３件
第２位	 安積町商工会女性部	 １件
第２位	 北塩原村商工会女性部	１件

県女性連新役員
会　長	 二瓶恵美子	 滝根町	
副会長	 渡邉　富子	 矢吹町	
	 鈴木　礼子	 内郷	
	 齋藤　光子	 伊達市	
	 山本千代子	 大熊町	 新
	 佐藤　順子	 只見町	 新
理　事	 佐久間信子	 飯野町	
	 島田　恵美	 飯坂町	
	 植木　和子	 松川町	 新
	 鈴木真理子	 玉川村	
	 厚海　知子	 西田町	 新
	 八木沼とし子	 長沼	
	 吉田ヤス子	 船引町	 新
	 熊倉　うめ	 中島村	
	 宗田　純子	 鮫川村	 新
	 目黒留美子	 会津坂下町
	 渡部　秋子	 金山町	 新
	 佐賀　彰子	 猪苗代町	 新
	 沼澤　悦子	 柳津町	 新
	 三瓶　幸子	 富岡町	
	 小林　友子	 小高	 新
	 瀬谷　光子	 田人町	
監　事	 渡部由美子	 北塩原村

※理事・監事地区順
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会長挨拶
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二瓶会長と退任役員
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認
定
の
推
進

四
、�中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
支
援
対
策
の
拡
充
強
化

　
❶ 

小
規
模
企
業
振
興
条
例
制
定
の
推
進

　
❷ ‌�

事
業
承
継
支
援
へ
の
取
組
み
の
強
化

　
❸ ‌�

提
案
型
の
経
営
支
援
・
巡
回
訪
問
の
推
進
強
化

　
❹ ‌�

小
規
模
事
業
者
の
持
続
的
な
経
営
に
向
け
た

支
援
の
推
進

　
❺ ‌�

消
費
増
税
・
軽
減
税
率
導
入
に
向
け
た
事
業

者
支
援
体
制
の
強
化

　
❻ 

キ
ャ
ッ
シ
ュ
レ
ス
決
済
等
の
導
入
推
進

　
❼ ‌�

６
次
産
業
化
事
業
の
推
進
に
つ
い
て

　
❽ ‌�「
働
き
方
改
革
」・
生
産
性
向
上
へ
の
対
応
の

た
め
の
支
援
強
化

　
❾ ‌�

経
営
支
援
事
例
の
共
有
と
ノ
ウ
ハ
ウ
の
蓄
積

に
よ
る
伴
走
型
経
営
支
援
の
推
進

　
❿ ‌�

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
金
融

支
援
の
強
化

　
⓫ ‌�

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
事
業

継
続
計
画（
Ｂ
Ｃ
Ｐ
）策
定
支
援

　
⓬ ‌�

中
小
企
業
・
小
規
模
事
業
者
に
対
す
る
支
援

機
関
連
携
に
よ
る
経
営
支
援

五
、商
工
会
の
経
営
支
援
体
制
の
機
能
強
化

　
～
新
商
工
会
ア
ク
ション
プ
ラ
ン
の
推
進
と
実
行
支
援
～

　
❶ 

商
工
会
の
組
織
基
盤
の
強
化

　
❷ ‌�
商
工
会
職
員
の
資
質
向
上
対
策
の
推
進

　
❸ 
会
員
サ
ー
ビ
ス
の
充
実
強
化

商
工
貯
蓄
共
済
表
彰

◆
目
標
達
成
商
工
会

‌　

�

国
見
町
、保
原
町
、飯
野
町
、三
穂
田
町
、安
積
町
、

富
久
山
町
、岩
瀬
、天
栄
村
、大
越
町
、常
葉
町
、西

郷
村
、中
島
村
、矢
祭
町
、鮫
川
村
、北
塩
原
村
、西

会
津
町
、湯
川
村
、柳
津
町
、広
野
町
、川
内
村
、大

熊
町
、葛
尾
村
、小
川
町

平
成
三
十
年
度
実
施
事
業
　
優
良
商
工
会
等
表
彰

◆
事
業
功
績
　
企
業
支
援
部
門

　
❶ ‌�

経
営
革
新
計
画
支
援（
承
認
件
数
）

　
　

 ‌�

安
積
町
、富
久
山
町
、長
沼
、岩
瀬
、西
郷
村
、

矢
吹
町
、南
会
津
町
、会
津
美
里
町

　
❷ ‌�

持
続
化
補
助
金
支
援（
採
択
件
数
）

　
　

 ‌�

伊
達
市
、熱
海
町
、富
久
山
町
、天
栄
村
、石
川

町
、西
郷
村
、矢
吹
町
、塙
町
、北
塩
原
村
、会

津
坂
下
町

◆
事
業
功
績

　
記
帳
支
援
部
門

　
❶ ‌�

記
帳
支
援
事
業

　
　

 ‌�

保
原
町

◆
優
良
職
員

　
職
員
資
質
向
上

　
　

 ‌�

湯
田
晋
介（
玉
川
村
）

 
ふ
く
し
ま
の
商
工
業
の
再
生
を
目
指
し
て
第
五
十
九
回

通
常
総
会
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Informat ion  商工会だより
国見町商工会西会津町商工会

祭
及
び
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
事
業
、十
二
月
の

あ
つ
か
し
山
ビ
ッ
グ
ツ
リ
ー
点
灯
式
へ

は
、企
画
段
階
か
ら
参
加
協
力
し
、積
極

的
な
地
域
振
興
事
業
を
展
開
し
て
お
り

ま
す
。

　

中
で
も

商
工
会
青

年
部
が
主

管
す
る
夏

ま
つ
り
で

は
、「
国
見

ま
る
ご
と

再
発
見
」

と
し
て
、

商
業
部
会

が
開
催
す
る
商
店
街
の
七
夕
飾
り
と
共

に
賑
わ
い
を
創
出
し
て
お
り
ま
す
。

　

産
業
祭
で
は
、工
業
部
会
が
子
供
た

ち
を
対
象
と
し
た
ゲ
ー
ム
を
開
催
し
、

好
評
を
博
し
て
お
り
ま
す
。

　
こ
う
し
た
各
事
業
に
欠
か
せ
な
い
の

が
、青
年
部
の
O
B
会
で
、事
業
へ
の
協

力
だ
け
で
は
な
く
、主
催
す
る
事
業
も

あ
り
、商
工
会
を
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
い

た
だ
い
て
お
り
ま
す
。

　
今
後
は
、町
や
各
部
会
、委
員
会
と
の

連
携
を
さ
ら
に
深
め
な
が
ら
、効
果
的

な
経
営
支
援
事
業
と
地
域
振
興
事
業
の

両
輪
を
軸
と
し
た
事
業
を
図
っ
て
い
き

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
。

な
つ
か
し
Ｃａｒ
シ
ョ
ー
」が
開
催
さ
れ
、今

で
は
東
日
本
最
大
級
の
イ
ベ
ン
ト
に
な
り
、

町
の
地
域
活
性
化
に
繋
がっ
て
い
ま
す
。

　

昨
年
も
商

工
会
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
で
あ
る

「
西
会
津
に

ぎ
わ
い
ま
つ
り

二
〇
一
八
フ
ォ

ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ

ン
ｉｎ
越
後
街
道
野
澤
宿
」を
開
催
し
ま
し

た
。原
発
事
故
に
よ
る
風
評
被
害
か
ら
の
脱

却
を
は
か
る
た
め
、町
の
元
気
や
安
全
を
Ｐ

Ｒ
し
ま
し
た
。県
内
外
か
ら
多
く
参
加
者
を

募
り
、昔
懐
か
し
い
フォ
ル
ク
ス
ワ
ー
ゲ
ン
を

一堂
に
展
示
す
る
こ
と
で
、時
代
が
タ
イ
ム

ス
リ
ッ
プ
し
た
よ
う
な
イ
ベ
ン
ト
と
な
り
、

交
流
人
口
の
増
加
と
西
会
津
フ
ァ
ン
づ
く
り

に
よ
る
商
店
街
活
性
化
に
繋
が
り
ま
し
た
。

　
ま
た
、昨
年
度
よ
り
あ
ら
た
な
地
域
商
店

街
の
賑
わ
い
創
出
の
た
め「
野
沢
初
市
」を

企
画
し
、年
末
年
始
の
大
売
出
し
や
大
抽
選

会
を
開
催
し
ま
し
た
。当
日
は
多
く
の
露
店

等
が
立
ち
並
び
、地
元
の
大
山
さ
ゆ
り
太
鼓

が
会
場
の
雰
囲
気
を
盛
り
上
げ
ま
し
た
。福

ま
き
、大
抽
選
会
で
は
、大
行
列
と
な
り
当

た
り
が
出
る
た
び
に
大
き
な
歓
声
と
鐘
の

音
が
鳴
り
響
き
、新
春
に
ふ
さ
わ
し
い
活
気

習
会
を
実
施
し
ま
し
た
。講
習
会
に
は
多

く
の
町
議
員

の
出
席
を
い

た
だ
く
な
ど

活
動
を
続
け
、

平
成
三
十
年

度
に
は
制
定

に
向
け
て
の

要
望
を
い
た

し
ま
し
た
。

農
工
商
連
携

　
こ
れ
か
ら
の
商
工
会
は
工
業
、商
業
に

加
え
農
業
と
いっ
た
キ
ー
ワ
ー
ド
も
重
要

に
な
る
と
考
え
、若
手
農
業
経
営
者
を
交

え
た「
農
工
商
連
携
会
議
」を
開
催
し
て
お

り
ま
す
。平
成
三
十
年
度
に
は
県
の
観
光

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
制
度
を
利
用
し
、専
門
家

を
入
れ
た
会
議
へと
発
展
致
し
ま
し
た
。

　
こ
の
会
議
の
中
か
ら
、「
9
2
3
夕
暮

れ
マ
ル
シ
ェ
」が
生
ま
れ
、道
の
駅
や
町
内

の
各
種
イ
ベ
ン
ト
に
町
内
産
品
を
P
R
、

販
売
し
て
お
り
ま
す
。

地
域
振
興
事
業

　

地
域
振
興
事
業
で
は
、商
工
会
が
主

催
す
る
四
月
の
桜
の
ラ
イ
ト
ア
ッ
プ
、五

月
の
農
業
市
、七
月
の
夏
ま
つ
り
、十
二

月
の
だ
る
ま
市
に
加
え
、町
が
主
催
す

る
九
月
の
義
経
ま
つ
り
、十
一月
の
産
業

を
販
売
し
て
お
り
、平
成
三
十
年
度
に

は
商
工
会
女
性
部
が
製
造
、販
売
を
行

う
E
M
石

け
ん
も
販

売
が
始
ま

り
、来
場

者
に
徐
々

に
浸
透
し

つ
つ
あ
り

ま
す
。

経
営
発
達
支
援
計
画

　
平
成
二
十
九
年
度
よ
り
、桑
折
町
商
工

会
、川
俣
町
商
工
会
と
の
広
域
連
携
で
経

営
発
達
支
援
計
画
に
取
り
組
み
、会
員
事

業
所
の
経
営
に
直
結
す
る
販
路
開
拓
、消

費
者
動
向
調
査
、各
種
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

を
実
施
し
、経
営
支
援
を
強
化
し
て
お
り

ま
す
。

　
今
後
事
業
成
果
を
上
げ
る
た
め
、事
業

評
価
委
員
会
に
よ
る
反
省
を
踏
ま
え
、よ

り
効
果
的
な
取
り
組
み
を
目
指
し
ま
す
。

小
規
模
企
業
振
興
基
本
条
例

　
ま
た
、町
内
企
業
の
大
半
を
占
め
る
小

規
模
企
業
の
位
置
づ
け
と
支
援
を
明
確

に
す
る
た
め
の「
小
規
模
企
業
振
興
基
本

条
例
」を
町
に
策
定
し
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、推
進
委
員
会
を
設
置
し
、先
進
地
視

察
や
立
石
裕
明
氏
を
講
師
に
招
い
た
講

　

西
会
津

に
は
、他
に

無
い
観
光
資

源
、地
域
資

源
が
数
多

く
あ
る
こ
と

で
、地
元
の

ソ
ウ
ル
フ
ー
ド
の
商
品
化
・
特
産
品
開
発
が

盛
ん
に
行
わ
れ
て
い
ま
す
。最
近
で
は「
西

会
津
味
噌
ラ
ー
メ
ン
」が
マ
ス
コ
ミ
等
で
話

題
と
な
り
脚
光
を
浴
び
、週
末
に
は
県
外
か

ら
も
来
店
し
行
列
に
な
る
ほ
ど
で
す
。地
元

産
の
に
ん
じ
ん
や
た
ま
ね
ぎ
、も
や
し
、に

ら
、ひ
き
肉
な
ど
に
秘
伝
の
味
噌
が
加
わ
る

こ
と
で
、後
を
引
く
美
味
し
さ
に
な
り
、一度

食
べ
た
ら
又
食
べ
た
く
な
る
ラ
ー
メ
ン
で
す
。

一度
お
出
で
頂
き
ご
賞
味
く
だ
さ
い
。

　
ま
た
、西
会
津
町
で
は「
百
歳
へ
の
挑
戦
」

を
テ
ー
マ
に
健
康
な
町
づ
く
り
を
推
進
し

て
い
ま
す
。健
康
な
土（
ミ
ネ
ラ
ル
分
を
バ

ラ
ン
ス
良
く
含
ん
だ
土
壌
）で
作
る
野
菜
を

「
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
」と
呼
び
、町
民
の
健
康

づ
く
り
の一端
を
担
っ
て
い
ま
す
。他
で
生
産

す
る
野
菜
と
の
差
別
化
を
は
か
り
、健
康
素

材
と
し
て
広
く
利
用
を
呼
び
掛
け
る
た
め

平
成
二
十
八
年
八
月
に「
道
の
駅
に
し
あ
い

づ
」内
に「
ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
の
家
」を
オ
ー
プ

ン
し
ま
し
た
。西
会
津
町
で
生
産
さ
れ
る

椎
茸
、き
く
ら
げ
、米
、ミ
ネ
ラ
ル
野
菜
な
ど

の
食
材
を
使
っ
た
レ
ス
ト
ラ
ン
や
販
売
ブ
ー

ス
を
開
設
し
、西
会
津
の
味
を
そ
の
場
で
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
す
。こ
ち
ら
も
オ
ー
プ

ン
以
来
大
勢
の
観
光
客
に
利
用
い
た
だ
い

て
お
り
ま
す
。皆
様
も
ぜ
ひ一度
、西
会
津
町

へ
お
越
し
く
だ
さ
い
。

の
あ
る
も
の
と
な
り
ま
し
た
。今
後
も
継
続

し
て
実
施
し
、商
工
会
を
ア
ピ
ー
ル
し
て
い

き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

ふ
る
さ
と
自
慢
館
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
施
設

　

平
成
二
十
一年
十
月
野
沢
中
央
通
り
に

あ
っ
た
蔵
造
の
空
店
舗
を
商
工
会
が
取
得

し
、地
域
商
店
街
の
核
と
な
る
施
設
に
す
る

た
め
、西
会
津
町
の
偉
人
や
歴
史
を
紹
介
、

展
示
し
町
民
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
提
供
し

て
き
ま
し
た
。さ
ら
に
魅
力
あ
る
施
設
を

目
指
し
て
、平
成
二
十
七
年
度
に
国
の「
地

域
商
業
自
立
促
進
事
業
補
助
金
」と
町
の

補
助
を
受
け「
コ
ミ
ュ
二
ティ
施
設
」を
新
た

に
建
設
し
、一階
は
事
務
所
と
フ
リ
ー
ス
ペ
ー

ス
を
設
け
、飲
食
店
と
し
て
テ
ナ
ン
ト
に
よ

る
営
業
活
動
を
行
っ
て
お
り
、順
調
な
経
営

を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
施
設
で
は
町
民
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ

ン
の
場
と
し
て
、ジ
ャ
ズ
ラ
イ
ブ
や
落
語
独

演
会
、ひ
な
祭
り
イ
ベ
ン
ト
等
、様
々
な
企

画
を
実
施
し
町
民
を
は
じ
め
観
光
客
か
ら

も
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。　

　
今
後
は
、町
の
観
光
振
興
の
拠
点
で
あ
る

「
道
の
駅
に
し
あ
い
づ
」に
訪
れ
る
観
光
客

を
い
か
に
し
て
ふ
る
さ
と
自
慢
館「
野
沢
中

央
通
り
」に
誘
導
し
、中
心
市
街
地
の
活
性

化
を
図
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
国
見
町
商
工
会

の
渡
辺
勝
弘
で
す
。

　

国
見
町
は
、福

島
県
の
最
北
端
に

位
置
し
、北
は
宮
城
県
白
石
市
と
接
し
て

い
ま
す
。東
は
阿
武
隈
川
を
挟
ん
で
梁
川

町
、南
は
桑
折
町
と
隣
接
し
、信
達
盆
地

の
肥
沃
な
土
地
に
恵
ま
れ
た
町
と
な
っ

て
い
ま
す
。

　
ま
た
、県
都
福
島
市
ま
で
十
六
・
五
km

の
距
離
に
あ
り
、南
北
に
東
北
本
線
藤
田

駅
・
貝
田
駅
の
二
つ
の
駅
と
東
北
自
動
車

道
の
国
見
イ
ン
タ
ー
チ
ェ
ン
ジ
を
有
し
、

国
道
四
号
線
も
通
っ
て
お
り
交
通
の
便

に
恵
ま
れ
て
お
り
ま
す
。

交
通
の
要
所

　
歴
史
的
に
見
て
も
国
見
町
は
、藤
田
宿

の「
宿
場
町
」で
あ
り
、藤
田
城
の「
街
道

町
」と
し
て
商
業
が
発
展
し
、鹿
島
神
社
の

「
鳥
居
前
町
」な
ど
の一面
を
持
っ
て
い
ま

し
た
。

　
こ
の
よ
う
に
、交
通
の
要
所
と
し
て
の

歴
史
を
も
つ
国
見
町
に
、平
成
二
十
九
年

五
月
三
日
、国
道
四
号
線
沿
い
に
道
の
駅

国
見
あ
つ
か
し
の
郷
が
オ
ー
プ
ン
致
し
ま

し
た
。

　
道
の
駅
で
は
、国
見
町
商
工
会
青
年
部

が
新
商
品
と
し
て
開
発
し
た「
国
見
バ
ー

ガ
ー
」を
は
じ
め
と
し
た
町
内
外
の
産
品

経営支援強化と
積極的な地域振興事業を展開

　

西
会
津
町
商
工

会
の
青
木
義
時
で

す
。

　

西
会
津
町
は
会

津
地
方
の
西
北
に

位
置
し
、東
は
喜
多
方
市
と
接
し
、北
及
び

西
は
新
潟
県
阿
賀
町
と
の
県
境
に
あ
り
、

昔
は
新
潟
と
福
島
を
結
ぶ
越
後
街
道
の
主

要
な
宿
場
町
と
し
て
栄
え
、独
自
の
文
化
が

生
ま
れ
ま
し
た
。当
町
は
、町
の
中
心
を
東

西
に
国
道
四
十
九
号
が
通
り「
磐
越
道
西

会
津
イ
ン
タ
ー
」を
有
し
、そ
の
利
便
性
か

ら「
道
の
駅
に
し
あ
い
づ
・
交
流
物
産
館
よ

り
っ
せ
」が
整
備
さ
れ
、会
津
地
方
の
特
産

品
や
民
芸
品
等
を
取
り
揃
え
て
い
ま
す
。県

内
外
か
ら
年
間
約
七
十
万
人
が
訪
れ
る
県

内
で
も
入
込
客
数
の
多
い
道
の
駅
で
あ
り
、

そ
の
二
階
に
商
工
会
事
務
所
が
あ
り
ま
す
。

事
務
所
内
も
活
気
の
あ
る
施
設
に
負
け
ず

劣
ら
ず
明
る
く
元
気
な
雰
囲
気
で
ご
ざ
い

ま
す
。

　
ま
た
、西
会
津
町
は
古
く
か
ら「
会
津
の

霊
地
の
里
」と
し
て
有
名
で
す
。野
沢
の
山

の
神
様「
大
山
祇
神
社
」が
あ
り
、「一生
に一

度
、な
じ
ょ
な（
ど
ん
な
）願
い
も
聞
き
な
さ

る
」と
い
わ
れ
る
こ
と
で
も
知
ら
れ
て
い
ま

す
。ま
た
、会
津
こ
ろ
り
三
観
音
の一つ「
鳥

追
観
音
如
法
寺
」も
広
く
知
ら
れ
て
お
り
ま

す
。

　

さ
ら
に
、イ
ベ

ン
ト
も
数
多
く

あ
り
、今
年
も
町

を
挙
げ
て
の
一大

Ｃ
ａ
ｒ
イ
ベ
ン
ト

と
し
て「
西
会
津

地域の資源を生かした、
魅力あるまちづくりを目指して

西会津 なつかしＣａｒショー 2019

冬の風物詩「野沢初市」

西会津にぎわいまつり 2018
フォルクスワーゲン
in 越後街道野澤宿 道の駅

特別講演会「小規模企業振興基本条例」

夏まつり
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　小規模企業者や商店街等の創意工夫ある取組に対し、地域に密着した商工団体が、計画づくりから事
業実施後のフォローアップまで一体的な支援を行うとともに、取組に必要な経費の一部を補助します。

ふくしま小規模企業者等
いきいき支援事業

1.事業概要
本事業には、一般枠と商店街枠があります。

2.補助金の申請時期等
（1）募集期間
 受付開始：令和元年6月3日（月）～
 受付締切：令和元年7月31日（水）
（2）申請書類等の提出先
 ふくしま小規模企業者等いきいき支援事業補助金事務局
 ○福島県商工会連合会
  〒960－8053 福島県福島市三河南町1番20号 コラッセふくしま9階
  電話番号 024－525－3411
（3）申請に関するお問い合わせ先等
 ○最寄りの商工会等
  対応時間／9：00～12：00、13：00～17：00（土日祝日、年末年始除く）

※事業の内容や申請手続き等の詳細は、
「ふくしま小規模企業者等いきいき支援事業公募要領」をご覧ください。（一般枠と商店街枠の公募
要領があります）また、下記の特設ホームページにおいて情報を掲載（随時更新）しますので、ご覧
ください。
ふくしま小規模企業者等いきいき支援事業ホームページ
 〈一 般 枠〉（URL）http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/32011b/
 〈商店街枠〉（URL）http://www.pref.fukushima.lg.jp/sec/32021d/ 

 （URL）http://www.f.do-fukushima.or.jp/
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News Clipは循環型社会の現実を目指して、環境に配慮した植物油インキと再生紙を使用しています。

一般枠 商店街枠

補助の対象
となる取組

●県内の小規模企業者等が行う以下の取組
　・円滑な事業承継
　・創業から3年以内の経営安定化
　・販路開拓及び生産性向上
　・地域コミュニティの向上

●�商店街組織等が行う、商店街機能の維持
や高度化に向けた取組

補助対象者 ●小規模企業者等
　・‌�会社及び会社に準ずる営利法人（株式

会社、合同会社等）
　・個人事業主
　※�①複数の小規模企業者等が共同で事

業に取り組む場合も対象になります。

●商店街組織等
　・任意団体（商店街組織）
　・‌�商店街等の活性化を目的とした小規模

企業者のグループ　等

補助率等 ●補助率
　補助対象経費の2/3以内
●補助上限額
　30万円
　※①の場合は100万円

●補助率
　補助対象経費の2/3以内
●補助上限額
　100万円
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